

授業名称：GPSを用いた地理空間情報の収集（その２）
ティーチングノート
（地方公共団体向け）

概要：

GISの特徴の一つは、情報源が異なる様々な地理空間情報を統合して処理し、結果を地図に表現するところにある。しかし、地図表現が不適切な場合や、読み手が読図に習熟していない場合は、有用な情報が得られないこともある。この講義では、地方自治体の業務への応用を想定しながら、種々の地理空間情報を組み合わせてGISで処理し、地図化する方法とその際の留意点について、演習形式で学習する。
学習目標：

GPSで取得した地理空間情報をGISに取り込んで、既成の地理空間情報と組み合わせながら処理し、結果を主題図に表現して利用するための方法を習得する。その際、主題図作成の技法と読図の仕方についても理解を深め、空間的思考を支援ツールとしてのGISの役割を理解する。下位目標は以下のとおり。
・異なる地理空間情報をGISによって統合的に処理する手順を理解する。
・住所情報をアドレスマッチングして緯度経度を求める手順を習得する。
・GISの基本的機能を地域の問題発見・解決に応用する技能を身につける。
・地図学の基礎的知識をふまえて、主題図を作成する技法を習得する。
・作成した地図から有用な情報を読み取るときの留意点を理解する。
受講対象：

地方公共団体等において、GISに関連する業務に従事している者、もしくはGISに関する基礎知識は有しており、今後、専門性を高めたい意向がある者等。
(1) 地方公共団体の情報部門の人材

(2) 地方公共団体の情報部門以外に所属し、GISの活用が期待される業務に従事する人材

(3) その他、地域行政に関連する組織に所属し、GISの活用が期待される業務に従事する人材
【はじめに】

本講義は、地方公共団体の職員向けに、休憩時間を含んで2時間30分の授業を行うことを想定している。パソコンを使った演習が中心となるため、TAが補佐しながら受講生の進度を揃えるよう努めてほしい。
　本講義の概ねの時間配分は以下の通りである。
・概要説明（自治体でのGIS利用場面、主なソフト、データの取得方法）（30分）
・データの取り込みと基図の作成（30分）
・主題図の作成と読み取り（30分）
・グループ討論（自治体業務への利用の仕方について班ごとに話し合う）（30分）
　　【準備と留意事項】
・GPSデータ：前半の演習で収集したGPSデータは、CSVまたはGPX形式のファイルにして受講者に配布する。

・地図データ：野外調査の対象地域をカバーする下記のデータを用意する。

　1)地形図画像：国土地理院「電子国土」から取得する（地図太郎の背景画像として使用するには位置合わせが必要）。対象地域で基盤地図情報2500が整備されていれば、代わりにそれを使ってもよい。
　2) 会場周辺の施設（テキストでは自販機とコンビニ）の位置情報については、インターネットタウンページやYahoo!電話帳などから取得した住所をアドレスマッチングで緯度経度データに変換し、shapeファイルとして保存しておく。施設の種類は、地域の状況に応じて変更してもよい。

・テキスト20ページ：使用するデータは、対象地域に応じて変更してよい。

・テキスト21-26ページ：テキスト中の図版等は、対象地域に応じて差し替えてよい。

・テキスト26ページの作業を行うためには、PCにGoogle Earthをインストールし、インターネットに接続しておく必要がある。

・TAが配置できない場合：GPSを用いたフィールドワークのときの班ごとのグループワークに切り替えて、グループ内のGIS経験者（リーダ－）が他のメンバーを補佐する。

ティーチングノート：

ページ1　サブタイトル：スケジュール
◆このページのポイント
· スケジュールの説明を通じ、以下の狙いをあわせて伝える

· 様々な地理空間情報を統合して処理し、地図化するというGISの特徴を理解する

· 地理空間情報の処理・作成だけでなく、地図を用いた問題発見・解決の方法にも力点を置いて学習する
· 情報伝達・共有手段としての地図は、表現次第で伝わる情報が異なることを理解する

◆説明手順

· スライドの説明を通じ、演習のスケジュールとねらいを確認する。特に以下を本授業で行うことを十分に伝える。
· GISの特徴と地図作成の意味について説明する。

· 既成の地理空間情報を背景に用いて、前半の演習で収集したデータを取り込んで地図を作成する。

· 主題図作成の留意点について言及する。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ2　サブタイトル：地方自治体でのGIS・地図の利用場面
◆このページのポイント

· 自治体でのGISの利用が大別して3つに分けられることとそれぞれで地図の役割が異なることを理解してもらう
◆説明手順

· 自治体内の部門や業務ごとにGISの利用の仕方が異なることを説明する
· 自治体業務で地図の果たす役割を説明する
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし
◆受講者への確認事項

· 特になし
ページ3　サブタイトル：地理空間情報の政策的利用の事例：Snowのコレラ地図
◆このページのポイント

· 地理空間情報が社会的問題解決に役だった例としてSnowのコレラ地図を紹介する
◆説明手順

· 医学地理学や公衆衛生学で著名なスノーのコレラ地図がどのような経緯で作成され、どのように役だったかを説明する
· スノーはコレラ患者の地図の作成だけでなく、フィールドワークで裏付けとなる情報収集を行ったことにも言及する
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· ジョンソン『感染地図』にはコレラ地図作成の背景について詳しい説明がある
◆受講者への確認事項

· 受講者がスノーの地図のことを知っているかを尋ねてみる
ページ4-5　サブタイトル：Snowの空間的意思決定過程とGIS(1)、(2)
◆このページのポイント

· Snowのコレラ地図を用いた問題解決を空間的意思決定のモデルとして紹介する
◆説明手順

· 感染源となった水道ポンプの閉鎖という対策を採用してもらうために、Snowはコレラ地図を説得の手段として用いたことを説明する
· 問題解決過程をGISによる空間的意思決定に一般化して説明する
· 5ページ目は，GISで再現したSnowの地図の解析例を示す。患者密度をカーネル密度推定した結果（左）や、ボロノイ図を描いて水道ポンプの利用圏をボロノイ図で求め、多角形内の患者数を計算した結果（右）によって、感染源となったポンプを割り出すことができる。

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· ジョンソン『感染地図』に詳しい説明がある。GISを用いた問題解決との対比については、中谷友樹ほか編著(2004)『保健医療のためのGIS』(pp.7-15)を参照。
◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ6　サブタイトル：おもなGIS フリーソフトの紹介

◆このページのポイント

· GISの主要なフリーソフトについて紹介する

◆説明手順

· GISのフリーソフトのうち、主要なものについて各々の特徴を説明する。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· Quantum GISなど、ここで紹介しなかった高機能のフリーソフトもある。
◆受講者への確認事項

· 紹介したソフトについて、受講者がどの程度の知識をもっているか尋ねてみる。
ページ7-8　サブタイトル：「地図太郎ver．6」の特徴

◆このページのポイント

· 安価な簡易ソフトでもGISの基本機能をもっていることを理解してもらう。
◆説明手順

· ページ8では地図太郎の主要機能と特徴を説明する。
· ページ9では地図太郎と他のGISソフトの間でデータの互換性があることを説明する（汎用GISの標準的フォーマットがShapeファイル形式であることにも言及する）
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 地図太郎の特長として、データの内容がテキスト形式ですべて閲覧・編集できることを別冊（１）で参照して説明する。
◆受講者への確認事項

· 地図太郎の使用経験

ページ9　サブタイトル：地理空間情報の作成・取得方法
◆このページのポイント

· 地理空間情報の入手方法として、既成のデータを利用する仕方と独自に作成する仕方があることを理解させる
◆説明手順

· 既成のデータとオリジナルデータの入手方法を簡潔に紹介する（詳細は次のページ以降）
· 講義「地理空間情報の調達と利用」でも言及された調達コストの削減にもつながることを説明する

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ10-15　サブタイトル：既成の地理空間情報
◆このページのポイント

· 既成の地理空間情報として公的機関がWebで提供しているおもなデータを紹介する
· 個々のデータの入手方法も理解してもらう
◆説明手順

· 10ページで概要を説明し、ページ11～15で個々のデータが公開されているWebサイトを簡単に紹介する
· 11ページ：国土数値情報からは自然環境から土地利用、計画地域、公示地価など様々な情報が得られる。

· 12ページ：基盤地図情報は、25000スケールと10m標高データは全国をカバーしているが、2500スケールについては現在整備中のため、使用できる地域が限られている。 

· 13ページ：地球地図は世界共通フォーマットで整備が進められており、全国の骨格となるデータ(道路、鉄道など)を簡単に取得できる。

· 14ページ：e-Stat　(統計GIS）からは、平成12年以降の国勢調査、事業所統計について小地域データ（町丁字単位）が取得できる。市町村データについては、総務省統計局のページからダウンロード可能。

· 15ページ：自然環境情報GISからは、動植物分布、植生などの情報が得られる。

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· もし時間があれば、紹介したサイトを各自で実際に開いて閲覧してみる（データをダウンロードする時間的余裕はないと思われる）
◆受講者への確認事項

· 紹介したデータと入手方法について、どの程度受講者が知っていたかを尋ねる
ページ16-18　サブタイトル：オリジナルな地理空間情報の作成方法
◆このページのポイント

· 独自に地理空間情報を作成する方法として、GPS以外にアドレスマッチング、地図上での位置情報の取得、GISの地図画面でのデータ作成などがあることを理解させる
◆説明手順

· ページ16ではアドレスマッチングによる地理空間情報作成方法を説明（詳しくは、この後の演習で説明する）

· ページ17では地図から緯度経度情報を入手する仕方を説明する
· ページ18ではGIS上でデータを新規作成・追加する方法を示す
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 紹介した方法は、午後の演習で実際に試すことになるので、ここでは簡単な紹介にとどめる
· ページ17の地図から緯度経度情報を入手する際には、GISでは十進経緯度を用いることに注意を促す。また、これと同様の方法はGoogle Mapsなどでも可能なことに言及する。
◆受講者への確認事項

· ここで紹介した方法を実際に使ってみたことがあるか？
ページ19　サブタイトル：作業の流れ

◆このページのポイント

· 前半の演習で収集したGPSデータを取り込んで、既成の地理空間情報を背景にした地図を作成する作業の流れを理解させる

· 作業に使用するGISソフトの操作については、別冊「地図太郎」解説編（２）を参照させる

◆説明手順

· 背景地図の入力から地図作成・出力までの作業の流れを示す

· 個々の作業ステップごとに「地図太郎」の操作手順を説明し、実際に各自でGISを使ってみる。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 受講者の進度に合わせて、操作画面や作業結果をモニターに表示する

◆受講者への確認事項

· 講師の説明に作業がついてこられるかどうか、ステップごとに確認する

ページ20　サブタイトル：使用するデータ
◆このページのポイント

· 演習で使用するデータを紹介する
· 使用するデータのほとんどがインターネットからフリーで入手できるものであることを強調する
◆説明手順

· 使用するデータリストを示し、内容、データ形式、入手先などを説明する
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 時間に余裕があれば、座標系については後で補足説明する（別冊（２）参照）
· フリーで入手できても著作権によって公開の仕方などに制限があることに注意を促す。

◆受講者への確認事項

· 受講者にリスト中のデータファイルがあるかどうか確認してもらう
ページ21-22　サブタイトル：①背景地図の作成～②ユーザレイヤの作成
◆このページのポイント

· 背景地図の上にGPSデータと位置情報付き写真画像を表示する
◆説明手順

· スライドに収録した地図の作成手順については、別冊（２）を参照する。
· 21ページでは地形図画像を背景として読み込む。

· 22ページではGPSデータと写真画像を読み込んで背景と重ねる。

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· TAがいない場合は、グループで作業を進める。
◆受講者への確認事項

· 受講者の作業進度を確認する。
ページ23-25　サブタイトル：③地図の表示・検索～⑤地図の出力と保存
◆このページのポイント

· 背景地図の上にGPSデータと位置情報付き写真画像を表示する

◆説明手順

· スライドに収録した地図の作成手順については、別冊（２）を参照する。

· 23ページでは、予め用意した施設のshapeファイルを読み込んで表示し、空間検索機能の使い方を試す。

· 24ページでは、施設の属性によって記号を色分けして主題図を作成する。

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· TAがいない場合は、グループで作業を進める。

◆受講者への確認事項

· 受講者の作業進度を確認する。
ページ26　サブタイトル：Google Earthへの転送と表示

◆このページのポイント

· 作成したレイヤをKMLファイルに出力し，Google Earth上に表示する。

· Google Earthの画像から，移動経路や撮影地点の状況を詳しく読みとる。

◆説明手順

· KMLファイルの作成方法を指示し，Google Earthの起動方法を説明する。

· 詳しい手順は、別冊（２）を参照。

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· Google EarthがPCにインストールされ，インターネットに接続されていることを予め確認する（そうでない場合，この作業は割愛してよい）。

◆受講者への確認事項
· KMLファイルに変換すれば，データをGoogle Earthに表示できることを説明する。
ページ27　サブタイトル：GPSを用いたフィールドワークの用途を考える
◆このページのポイント

· 作成した地図を読み取って、問題点と改善策を各グループで話し合う。
◆説明手順

· 地図の読み取った結果について、数人に指名して答えてもらう。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· グループディスカッションの時間を10～20分程度確保する
◆受講者への確認事項

· 地図からどのような情報が読み取れるかを挙げてもらう
· 時間に余裕があれば、グループごとにテンプレートのパワーポイントにまとめて発表してもらってもよい。
FAQ：

Q1：演習で使用するデータはどのフォルダに入っているか。
A1：データ一覧表に各データの内容と形式、および収めたフォルダが示してあるので参照してほしい（別紙にデータ一覧を用意し配布しておく）。
Q2：使用したデータの測地系はどうなっているのか。
A2：今回の演習で使用したデータは、全て世界測地系に統一している。実際の自治体業務では旧・日本測地系と世界測地系の変換が必要な場合もあるが、いくつかの変換ツールが国土地理院などから提供されている。
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